
 

 

 

 

 

 
『もりのとしょかん』 

ふくざわ ゆみこ／作・絵 学研プラス 

もりのおくに、ほんのすきなふくろうさんの 

いえがありました。あるひ、うさぎときつねの

こが、まどからのぞいていると、ふくろうさん

が「しずかにほんがよめるなら、いれてあげよ

う」といいました。そこで…。 

としょかんがでてくる えほん 
 

『ふねのとしょかん』 

いしい つとむ／作 文研出版 

ぼく、はじめてふねのとしょかんにのった。

ふねのなかはほんがいっぱいで、ほんのもり

みたい。まっくらなふねのなか、せんちょう

さんがろうそくにひをともした。おはなしが

はじまるんだ。 

『よるのとしょかん』 

カズノ・コハラ／作 いしづ ちひろ／訳 

光村教育図書 

カリーナと３わのふくろうたちがはたらいて 

いるのは、よるあいているとしょかん。 

としょかんではいろいろなことがおこります。 

でも、カリーナとふくろうたちのおかげで 

すっきりかいけつ！ 

『ぬいぐるみおとまりかい』 

かぜき かずひと／作 おかだ ちあき／絵 

岩崎書店 

としょかんに、こどもたちがあつまってきた。

みんなぬいぐるみをもってる。ぬいぐるみと 

いっしょにおはなしかいをきいたら、ぬいぐる

みたちは、ねむくなったみたい。 

『ポチポチのとしょかん』 

いがわ ゆりこ／文・絵 文渓堂 

こいぬのポチポチくんが、ぼくを“ポチポチ

としょかん”につれていってくれた。 

ドアをあけるとなかにいるのはどうぶつ 

ばかりだった！ 

『しずかに！ここはどうぶつのとしょかんです』 

ドン・フリーマン／作 なかがわ ちひろ／訳 

ＢＬ出版 

カリーナはとしょかんがだいすき。あるとき 

「どうぶつたちもほんをよみたいのかもしれない

な」とおもったカリーナは…。 

あったらいいのに」とおもいつきました。 
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